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５
年
振
り

川
口
桜
祭
り

　

新
郷
地
区
連
合
町
会

（
連
合
町
会
長
＝
前
原
博

孝
さ
ん
）
東
本
郷
商
店

会
（
会
長
＝
高
橋
克
彰

さ
ん
）
主
催
の
第
29
回

「
川
口
桜
ま
つ
り
」
が
３

月
29
日
・
30
日
、
文
化

放
送
送
信
所
で
５
年
振

り
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
寒
暖
差
が
激

し
い
せ
い
か
桜
は
蕾
の

ま
ま
、
見
沼
用
水
沿
い

で
１
輪
２
輪
咲
い
て
い

る
だ
け
。

初
日
は
福
祉
の
日
、

午
前
は
雨
に
降
ら
れ
寒

か
っ
た
が
、
午
後
は
花

見
の
人
も
ち
ら
ほ
ら
。

翌
日
は
晴
天
に
恵
ま

れ
県
議
・
市
議
・
東
中

学
校
栁
田
勇
校
長
等
、

大
勢
の
来
賓
が
み
え
た
。　

ス
テ
ー
ジ
で
は
赤

井
・
榛
松
太
鼓
ク
ラ
ブ
、

新
舞
踊
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
が

演
じ
ら
れ
、
カ
ラ
オ
ケ

大
会
で
は
、
大
場
茂
樹

新
堀
町
会
長
の
（
夜
明

け
の
ブ
ル
ー
ス
）、
寺

本
正
和
東
本
郷
台
町
会

長
の
（
頼
朝
桜
）
が
披

露
さ
れ
た
。
更
に
中
村

明
良
・
姫
川
佳
乃
歌
謡

シ
ョ
ー
と
続
き
、
工
藤

慎
太
郎
ラ
イ
ブ
で
は

（
シ
ェ
フ
・
卒
業
写
真
・

桜
予
報
・
２
つ
で
１
つ
）

等
を
歌
い
あ
げ
ト
リ
を

取
っ
た
。

出
店
は
、
榛
松
町
会
・

東
本
郷
台
町
会
・
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
コ
ー
プ
み

ら
い
等
が
揃
い
行
列
が
で

き
た
。
大
勢
の
花
見
客
は

蕾
だ
け
の
桜
の
木
を
見
上

げ
て
「
ま
た
来
る
ね
」
と

声
を
か
け
て
い
た
。　

写
真
上
、
前
列
町
会

長
で
左
か
ら
、
中
山
久
仁

夫（
本
蓮
）前
原
博
孝（
江

戸
袋
）・
寺
本
正
和
（
台
）

長
谷
部
秋
仁
（
大
東
）
大

場
茂
樹
（
新
堀
）
細
川
み

さ
を
（
前
野
宿
）
宮
原
美

子（
榛
松
）村
津
孝
徳（
赤

井
・
副
）。　

敬
称
略

後
列
左
か
ら
、
新
藤

義
孝
経
済
再
生
担
当
大
臣

秘
書
の
菊
地
博
さ
ん
、
永

瀬
秀
樹
県
議
、
萩
原
一
寿

県
議
、
立
石
泰
広
県
議
、

奥
ノ
木
信
夫
市
長
の
代
理

で
小
見
山
祐
紀
秘
書
、
飯

塚
孝
行
市
議
、
岡
村
ゆ
り

子
県
議
、
ふ
じ
し
ま
と
も

子
市
議
。

　写真左から、永瀬秀樹県議、工藤慎太郎さん、姫川佳乃さん、
前原博孝市議、千葉正吾さん、新郷新聞題字書の石川みどりさん。

新郷東部公園
ウオーキングロードの

整備が決定
「
東
部
公
園
内
の
遊

歩
道
が
、
歩
き
に
く
く

散
歩
に
影
響
が
出
る
た

め
、
改
修
し
て
ほ
し
い
」

と
、
２
年
前
に
、
新
郷

都
市
計
画
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
会
長
の
松
本
安

弘
さ
ん
と
、
地
域
の
町

会
長
か
ら
の
要
望
が
あ

り
、
飯
塚
孝
之
市
議
が

市
に
要
請
し
た
。

「
今
年
度
か
ら
３
年

か
け
て
公
園
内
全
部
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

を
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
に

変
え
て
い
く
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
」
と
、
飯

塚
市
議
。

ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
は

遊
具
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な

ど
の
安
全
対
策
に
も
使

わ
れ
、
非
常
に
歩
き
や

す
く
な
る
と
の
事
。

写
真
左
か
ら
、
遠
藤

太
嘉
志
峯
町
会
長
、
宮

原
美
子
榛
松
町
会
長
、

大
場
茂
樹
新
堀
町
会
長
、

松
本
会
長
、
飯
塚
市
議

が
視
察
し
た
。

地
域
の
要
望
を
受
け

萩
原
県
議
・
幡
野
市
議
視
察

　

吉
場
安
行
東
京
線
新

堀
の
交
差
点
か
ら
草
加

方
面
へ
約
１
０
０
ｍ
に

位
置
す
る
沖
田
橋
に
、

「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
表
示

板
が
設
置
さ
れ
た
。

　

表
示
板
は
横
断
歩
道

標
識
の
下
に
設
置
さ
れ
、

歩
行
者
を
感
知
す
る
と

塔
載
し
た
セ
ン
サ
ー（
写

真
）
が
反
応
し
て
、
最

大
15
秒
間
「
横
断
あ
り
」

の
文
字
と
ラ
イ
ト
が
点

灯
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
歩
行
者
の
存
在
を
知

ら
せ
る
仕
組
み
。　

　

沖
田
橋
付
近
は
、
な

だ
ら
か
な
坂
に
な
っ
て

い
て
、
普
通
車
だ
と
横

断
歩
道
も
歩
行
者
も
見

え
に
く
い
箇
所
で
あ
っ

た
。
地
元
の
人
か
ら「
横

断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し

て
も
車
が
止
ま
ら
な
い
」

と
の
話
を
受
け
、
改
善

策
を
求
め
ら
れ
た
萩
原

一
寿
県
議
は
県
警
に
、

幡
野
茂
市
議
は
市
に
議

会
質
問
な
ど
で
、
各
々

要
望
し
て
設
置
さ
れ
た
。

　
「
地
元
の
方
々
か
ら
は

喜
び
の
声
を
頂
い
て
い

ま
す
」
と
萩
原
さ
ん
。

　

全
国
で
初
め
て
導
入

し
た
埼
玉
県
は
、
10
カ

所
以
上
で
大
幅
に
車
両

停
止
率
が
上
が
っ
た
と

い
う
。　

　

写
真
左
か
ら
幡
野
市

議
、
萩
原
県
議
。
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令
和
６
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン　
　

武
南
交
通
安
全
協
会　
　
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　 

川
口
市
防
犯
協
会

武
南
警
察
署

署
長
に
藤ふ

じ

木き　
渉わ

た
る

さ
ん

　

武
南
警
察
署
は
、
こ

の
度
の
異
動
に
伴
い
、

前
署
長
の
門
井
幸
夫
さ

ん
の
後
任
に
、
第
32
代

の
藤
木
渉
さ
ん
（
55
）

が
就
任
さ
れ
た
。

　
「
県
民
・
市
民
の
皆

様
の
安
全
・
安
心
の
た

め
に
全
力
で
業
務
に
あ

た
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
抱
負

を
語
ら
れ
る
。

座
右
の
銘
は
「
メ
リ

ハ
リ
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚

を
持
っ
て
仕
事
に
取
り

組
み
ま
す
」
と
。

　
「
出
身
は
所
沢
市
で

す
。
大
学
の
教
育
学
部

を
出
て
教
員
に
な
っ
て

み
ま
し
た
が
、
や
は
り

警
察
に
頼
っ
て
く
れ
る

人
、
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
た
い
と
い
う
思
い

が
強
く
、
県
警
を
受
け

ま
し
た
」
と
話
さ
れ
た
。

　

ス
タ
ー
ト
は
浦
和
警

察
署
、
県
の
機
動
隊
、

草
加
警
察
巡
査
部
長
、

警
部
課
長
、
本
部
警
務

課
、
本
部
総
務
課
、
狭

山
警
察
署
警
部
課
長
、

警
視
、
警
察
学
校
生
活

安
全
教
員
室
長
、
監
察

官
所
属
長
２
年
で
こ
の

度
、
武
南
署
へ
。

　
「
タ
バ
コ
は
吸
い
ま
せ

ん
。
酒
は
嗜
む
程
度
、

趣
味
は
散
歩
、
初
め
て

の
単
身
赴
任
で
官
舎
住

ま
い
な
の
で
、
本
来
な

ら
ば
愛
犬
と
の
散
歩
が

出
来
た
ら
い
い
で
す
。

　

よ
く
見
る
テ
レ
ビ
は

ス
ポ
ー
ツ(

野
球
・
サ
ッ

カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
）。

　

家
族
は
、
妻
と
実
母

と
愛
犬
１
頭
で
家
を

守
っ
て
い
ま
す
」
と
語

ら
れ
た
。

　

武
南
警
察
署
は
こ
の

度
の
異
動
に
伴
い
、
副

署
長
も
同
時
に
交
代
さ

れ
、
県
内
唯
一
の
女
性

副
署
長
で
あ
る
竹
嶋
麻

理
さ
ん
（
53
）
が
就
任

さ
れ
た
。

　

竹
島
さ
ん
は
「
署
員

と
協
力
し
な
が
ら
地
域

の
皆
様
の
安
全
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
抱
負
を
語

ら
れ
た
。

こ
の
道
を
選
ん
だ
動

機
は
「
高
校
生
の
時
か

ら
白
バ
イ
に
乗
り
た
い
。

悪
い
人
を
捕
ま
え
た
い

と
思
っ
て
お
り
、
大
学

卒
業
後
、
埼
玉
県
警
察

官
採
用
試
験
を
受
け
、

願
い
が
叶
い
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
」
と
。

皮
切
り
は
草
加
警
察

署
か
ら
、
本
部
捜
査
一

課
、
東
松
山
警
察
署
、

警
察
学
校
助
教
、
川
越

警
察
署
、
本
部
犯
罪
被

害
者
支
援
室
、
捜
査
一

課
、
春
日
部
警
察
署
、

捜
査
一
課
、
川
越
警
察

署
、
朝
霞
警
察
署
、
再

び
、
捜
査
一
課
を
経
て
、

武
南
署
に
着
任
さ
れ
た
。

出
身
は
東
京
都
。

座
右
の
銘
は
「
自
分

な
り
に
自
分
ら
し
く
」　

タ
バ
コ
は
吸
わ
ず
、

酒
は
ほ
ど
ほ
ど
。　

趣
味
は
ス
キ
ュ
ー
バ

ダ
イ
ビ
ン
グ(

ボ
ン
ベ

を
背
負
っ
て
海
中
遊
泳

を
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
）・

旅
行
・
食
べ
歩
き
。

テ
レ
ビ
は
ド
ラ
マ
。

さ
い
た
ま
市
在
住
。

※
川
口
市
管
内
に
３
っ

目
の
警
察
署
が
出
来
る

事
が
決
定
し
て
い
る
。

　

新
警
察
署
仮
称
「
川

口
北
署
」
が
、
令
和
８

年
度
の
開
署
を
予
定
し

て
い
る
。

武
南
警
察
署

副
署
長
に
竹た

け

嶋し
ま

麻ま

理り

さ
ん

　

新
年
度
、
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
に
、
板

橋
智
之
さ
ん
が
就
任
さ

れ
た
。

　

固
定
資
産
税
評
価
審

査
委
員
会
委
員
長
で
も

あ
る
板
橋
さ
ん
。

　
「
公
平
・
公
正
な
立
場

で
選
挙
管
理
委
員
会
の

職
務
を
全
う
さ
せ
て
頂

き
ま
す
」
と
抱
負
を
語

ら
れ
る
。

　

更
に
「
重
責
で
あ
る

選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
、
４

年
間
の
任
期
を
し
っ
か

り
と
全
う
す
る
所
存
で

す
。

　

職
務
で
あ
る
選
挙
の

管
理
と
執
行
は
無
論
の

事
、
選
挙
人
名
簿
の
調

整
、
投
票
率
向
上
に
向

け
た
啓
発
活
動
。

　

具
体
的
に
は
、
川
口

市
内
の
主
要
な
駅
で
の

街
頭
PR
や
公
立
学
校（
小

中
高
）
で
選
挙
に
関
す

る
出
前
講
座
を
開
催
す

る
等
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
」
と
、

話
さ
れ
た
。

　

座
右
の
銘
は
「
ひ
た

む
き
な
心
は
奇
跡
を
呼

ぶ
」
と
。

　

タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
、

酒
は
嗜
む
程
度
、
カ
ラ

オ
ケ
は
最
近
し
な
い
、

よ
く
見
る
テ
レ
ビ
は
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
72
時
間
・

大
河
ド
ラ
マ
。

　

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
で
有
酸
素
運
動
。

　

家
族
は
奥
さ
ん
と
２

人
。

　

川
口
市
内
在
住
。

東
消
防
署 

新
郷
分
署

署
長
に
新あ

ら

井い

康や
す

彦ひ
こ

さ
ん

東
消
防
署
新
郷
分
署

長
は
門
間
武
彦
さ
ん
の

後
任
に
、
新
井
康
彦
さ

ん（
54
）が
就
任
さ
れ
た
。

「
新
郷
地
区
の
防
災

の
要
と
し
て
安
全
・
安

心
な
街
づ
く
り
の
た
め

努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
抱
負
を

語
ら
れ
、「
新
郷
は
工
場

も
多
く
、
道
路
も
狭
い

箇
所
が
多
い
で
す
ね
。

携
帯
電
話
な
ど
の

バ
ッ
テ
リ
ー
で
の
火
災

や
、
救
急
車
の
適
正
な

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

ま
た
、「
新
郷
消
防

団
の
車
庫
の
建
て
替
え
、

東
消
防
署
で
は
、
４
月

１
日
よ
り
、
日
勤
救
急

隊
の
運
用
が
開
始
さ
れ

　

新
郷
公
民
館
長
は
、

国
島
善
夫
さ
ん
に
替
わ

り
、
高
橋
良
弘
さ
ん

（
64
）
が
就
任
さ
れ
た
。

　
「
皆
さ
ん
が
、
公
民
館

活
動
が
楽
し
く
出
来
る

よ
う
４
人
＋
夜
間
１
人

の
職
員
と
頑
張
り
ま
す
」

と
抱
負
を
語
ら
れ
た
。　

　
「
只
今
体
育
ホ
ー
ル
の

天
井
改
修
工
事
実
施
に

伴
い
昨
年
12
月
か
ら
約

10
ヶ
月
間
使
用
が
出
来

な
く
な
っ
て
お
り
、
館

内
１
Ｆ
ロ
ビ
ー
・
２
Ｆ

ロ
ビ
ー
等
の
一
部
は
，

利
用
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
通
常
よ
り
手
狭

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
」
と
語
ら
れ
た
。

本
庄
市
出
身
、
川
口

市
消
防
署
員
の
親
類
の

人
の
影
響
で
、
高
校
卒

業
後
同
消
防
署
に
入
署
、

初
勤
務
は
、
北
消
防
署

か
ら
救
急
隊
員
と
し
て

約
20
年
、「
そ
の
折
、
東

北
の
震
災
の
時
、
救
急

隊
員
と
し
て
現
地
入
り

し
、
余
震
も
多
く
、
３

月
の
寒
い
時
期
で
大
変

で
し
た
」
と
。
そ
し
て
、

指
令
課
を
経
て
当
地
へ
。

座
右
の
銘
は
「
一
期

一
会
」。「
タ
バ
コ
・
カ

ラ
オ
ケ
は
し
ま
せ
ん
。

酒
は
少
々
、
テ
レ
ビ
は

ス
ポ
ー
ツ
中
継
（
サ
ッ

カ
ー
・
野
球
）。
趣
味
は

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
す
」

と
。家

族
は
奥
様
弘
枝
さ

ん
と
２
人
。

長
男
と
長
女
は
独

立
。児

玉
郡
上
里
町
在

住
。

ま
す
」
と
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
館
長
さ
ん
。

生
ま
れ
は
北
海
道
、

だ
が
３
歳
で
川
口
市
に

移
住
し
、
小
学
校
は
青

木
北
小
、
中
学
校
は
安

行
中
、
県
立
高
校
卒
業

で
、
就
職
は
「
小
さ
い

時
か
ら
、
困
っ
た
人
の

役
に
立
ち
た
い
」と
思
っ

て
い
た
願
い
が
実
現
し
、

川
口
消
防
署
で
42
年
間
、

新
郷
分
署
で
も
活
躍
さ

れ
た
。火災

現
場
や
救
急
現

場
、
事
故
現
場
等
々
、

体
力
を
使
う
仕
事
か
ら
、

同
公
民
館
で
畑
違
い
の

事
務
職
で
５
年
目
。

座
右
の
銘
は
「
不
言

実
行
」。

タ
バ
コ
は
40
歳
で
止

め
、
酒
は
好
き
、
よ
く

見
る
テ
レ
ビ
は
特
に
な

し
。
趣
味
も
特
に
な
し
。

家
族
は
夫
人
と
２

人
、
子
ど
も
３
人
は
独

立
、
孫
４
人
。

市
内
在
住
。　

新
堀
神
明
宮

　
総
代
長
に
東

あ
ず
ま　
勤つ

と
む

さ
ん

　

新
堀
神
明
宮
は
室
町

時
代
の
初
期
、
貞
和
元

年
（
１
３
４
５
年
）
伊

勢
神
宮
よ
り
分
祀
勧
請

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
明
治
40
年
峯
ヶ
岡

八
幡
神
社
に
合
社
さ
れ
、

そ
の
後
、
昭
和
14
年
現

在
地
に
再
建
さ
れ
た
。

　

そ
の
由
緒
あ
る
新
堀

新
明
宮
の
総
代
長
は
、

熊
野
重
信
さ
ん
の
後
任

に
、
東
勤
さ
ん
（
80
）

が
就
任
さ
れ
た
。　

　
「
前
期
の
熊
野
さ
ん
が

任
期
満
了
前
に
病
に
伏

し
て
、
総
代
の
中
か
ら

代
理
で
選
ば
れ
、
今
期

も
続
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

昔
か
ら
の
氏
神
様
を

し
っ
か
り
守
っ
て
い
き

た
い
。
３
年
に
一
遍
の

本
祭
り
は
、
地
域
の
活

性
化
に
な
る
こ
と
な
の

で
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
「
良
い

仲
間
が
い
っ
ぱ
い
い

る
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
で

『
認
知
症
に
な
ら
な
い
よ

う
に
』
楽
し
く
や
っ
て

い
く
こ
と
」
と
。

　

タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
、

酒
は
晩
酌
程
度
、
カ
ラ

オ
ケ
は
演
歌
が
好
き
。

　

テ
レ
ビ
は
、
朝
ド
ラ
・

大
河
ド
ラ
マ
・
落
語
等
。

趣
味
は
健
康
の
た
め
散

歩
を
欠
か
さ
な
い
。

　

 

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
も

や
っ
て
い
た
が
、
神
社

の
ほ
う
で
忙
し
く
な
り

止
め
ま
し
た
」
と
笑
う
。

家
族
は
、
奥
さ
ん
の

幸
子
さ
ん
と
２
人
。
３

人
の
息
子
さ
ん
は
独
立
。　

青
森
県
出
身
で
、
53

年
前
、
結
婚
と
同
時
に

新
堀
在
住
。

新
郷
公
民
館

館
長
に
高た

か

橋は
し

良よ
し

弘ひ
ろ

さ
ん

川
口
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
に
板い

た

橋ば
し

智と
も

之ゆ
き

さ
ん
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今
日
も
ま
た　

あ
な
た
の
無
事
故　

待
つ
家
族　

武
南
警
察
署　
　
　
　
　

と
い
う
電
話
は
詐
欺　
　
　

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

私
は
、
団
塊
世
代
の

６
男
の
末
っ
子
で
、
戦
後

間
も
な
く
生
ま
れ
ま
し
た
。 

　

時
々
、
川
越
に
住
ん

で
い
る
３
男
の
92
歳

に
な
る
兄
の
所
に
様

子
を
伺
い
に
行
っ
て
、 

お
昼
を
食
べ
な
が
ら
お
話
を

し
て
き
ま
す
。

た
い
て
い
は
川
越
名
物

の
う
な
ぎ
を
食
べ
ま
す
が
、

兄
の
食
べ
っ
ぷ
り
は
見
事

で
、
私
よ
り
早
い
ス
ピ
ー

ド
で
、
し
か
も
完
食
で
す
。 

　

歯
は
ま
だ
全
部
残
っ
て
い

て
、
心
臓
に
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
を
入
れ
て
い
る
以
外
は

い
た
っ
て
健
康
で
、
16
歳
年

下
の
私
自
身
の
人
生
の
参
考

に
し
て
い
ま
す
。

多
少
歯
周
病
が
進

行
し
て
い
る
の
で
、
硬

い
も
の
が
食
べ
づ
ら
い

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、 

こ
れ
は
歯
医
者
に
行
っ
て
、

食
べ
か
す
や
歯
石
と
言
わ
れ

る
細
菌
の
か
た
ま
り
を
定
期

的
に
取
れ
ば
防
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
歯
周
病
が

か
な
り
進
行
し
て
い
て

も
、
歯
を
抜
か
な
い
で 

プ
ロ
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
と
日

頃
の
歯
ブ
ラ
シ
で
頑
張
る
こ

と
が
、歯
を
残
す
コ
ツ
で
す
。

食
べ
物
を
よ
く
噛
ん
で
、

よ
く
食
べ
る
こ
と
が
大
事
で

す
。兄

の
夕
食
は
同
居
し
て

い
る
お
嫁
さ
ん
が
作
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
が
、
気
を
使
っ

て
今
流
の
薄
味
な
の
で
、

こ
っ
そ
り
塩
分
を
加
え
て
い

る
よ
、と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

塩
味
の
き
い
た
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
る
の
も
、
健
康
の

秘
訣
で
す
。

　

自
分
の
歯
で
美
味
し

く
よ
く
食
べ
る
こ
と

が
、
健
康
長
寿
に
な

る
要
件
の
一
つ
だ
と
、 

兄
を
み
て
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
） 　
　

　
　

院
長　

岩
下　

一
三 

新
郷
南
小
学
校

校
長
に
関せ

き

口ぐ
ち

真ま
さ

仁ひ
と

さ
ん

東
本
郷
小
学
校

校
長
に
相さ

楽が
ら

雅ま
さ

彦ひ
こ

さ
ん

榛
松
中
学
校

校
長
に
飯い

い

塚づ
か　
稔み

の
る

さ
ん

　

東
本
郷
小
学
校
は
、

前
校
長
朝
倉
信
行
さ
ん

に
替
わ
り
、
相
樂
雅
彦

さ
ん
が
就
任
さ
れ
た
。　

　
「
東
本
郷
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
の
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る

よ
う
な
学
校
に
し
た
い

で
す
」
と
、
抱
負
を
語

ら
れ
る
。

　
「
大
学
生
の
時
、
教
育

実
習
で
出
会
っ
た
子
ど

も
達
と
、
中
学
で
指
導

頂
い
た
先
生
の
よ
う
に

な
り
た
い
と
、
こ
の
道

を
選
び
ま
し
た
」
と
。

　

教
員
時
代
「
川
口
市

少
年
少
女
ふ
れ
あ
い
な

わ
と
び
大
会
」
で
、
先

生
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ

て
縄
を
回
し
、
８
の
字

跳
び
で
１
分
間
１
８
０

回
以
上
を
跳
び
何
度
も

優
勝
さ
れ
更
に
、
埼
玉

県
大
会
で
も
優
勝
を
果

た
さ
れ
た
そ
う
で
縄
跳

び
指
導
名
人
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
ね
。

　
「
今
で
も
30
・
40
代
に

な
っ
た
教
え
子
が
会
い

に
来
て
く
れ
ま
す
」
と

微
笑
む
。

新
郷
の
印
象
は

「
と
っ
て
も
温
か
い
で

す
ね
。
保
護
者
が
送
迎

に
熱
心
で
、
授
業
参

観
・
懇
談
会
で
は
多
く

の
方
々
の
出
席
を
頂
き
、

温
か
い
目
で
見
て
く
れ

て
い
ま
す
ね
。
子
ど
も

達
も
素
直
で
笑
顔
で
元

気
で
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

と
。

　

座
右
の
銘
は
「
一
期

一
会
」。

　

出
身
は
福
島
県
。

趣
味
は
「
体
を
動
か

す
こ
と
。
タ
バ
コ
・
酒

は
嗜
み
ま
せ
ん
」
と
。

市
外
在
住
。

　

新
郷
南
小
学
校
は
、

岩
井
正
明
前
校
長
に
替

わ
り
、
関
口
真
仁
さ
ん

（
51
）
が
就
任
さ
れ
た
。

「
児
童
が
笑
顔
で
、

楽
し
く
通
え
る
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。」

と
、
抱
負
を
語
ら
れ
る
。

教
師
へ
の
道
は
、「
小

学
校
６
年
生
の
卒
業
間

際
、給
食
が
大
好
き
だ
っ

た
の
で
、
ず
っ
と
給
食

を
食
べ
て
い
き
た
い
、

そ
れ
に
は
学
校
の
先
生

に
な
ろ
う
。
教
わ
っ
た

先
生
方
の
よ
う
な
教
師

に
な
ろ
う
と
決
め
ま
し

た
」
と
。

ス
タ
ー
ト
は
「
栗
橋

東
中
学
校
で
社
会
科
の

教
員
３
年
で
川
口
市
に

異
動
、
木
曽
呂
小
、
並

木
小
か
ら
、
和
光
市
の

教
育
委
員
会
、
川
口
市

に
戻
り
戸
塚
北
小
で
教

頭
、
志
木
市
教
育
委
員

会
か
ら
、
木
曽
呂
小
で

校
長
３
年
、
こ
の
度
ご

縁
が
あ
り
新
郷
南
小
校

長
で
す
」
と
。

新
郷
の
印
象
は
「
首

都
高
速
が
あ
り
、
工
場

が
多
く
立
ち
並
び
大
型

ト
ラ
ッ
ク
の
通
る
道
な

ど
で
、
通
学
時
の
交
通

に
心
配
で
す
ね
。
ど
う

ぞ
保
護
者
の
皆
様
、
地

域
の
皆
様
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
」
と
話
さ
れ
た
。

座
右
の
銘
は
「
大
器

晩
成
・
一
所
懸
命
」

趣
味
は
読
書
・
パ
ズ

ル
で
頭
の
体
操
。

家
族
は
夫
人
と
子
供

２
人
。越谷

市
在
住
。

　

榛
松
中
学
校
は
、
齋

藤
秀
一
前
校
長
に
替
わ

り
、
飯
塚
稔
さ
ん
が
就

任
さ
れ
た
。

　

抱
負
は
「
子
供
た
ち

の
た
め
に
、
先
生
方
と

一
緒
に
『
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
学
び
と
、
感
動
の

あ
る
榛
松
中
学
校
』
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
・
保
護
者
の
皆

様
に
は
、
引
き
続
き
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
」

と
。教

職
の
道
は
「
い
く

つ
か
あ
る
中
で
、
好
き

な
水
泳
（
得
意
は
背
泳

ぎ
）
を
や
り
た
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
出
身
地
埼

玉
県
の
地
元
の
大
学
に

進
み
、
教
育
実
習
で
、

授
業
を
教
え
、
子
ど
も

た
ち
と
触
れ
合
っ
た
こ

と
で
、
こ
の
道
を
選
び

ま
し
た
。

皮
切
り
は
戸
田
東
中

～
川
口
２
校
～
、
他
市

の
教
育
委
員
会
～
教
頭

で
北
中
～
戸
塚
中
そ
し

て
榛
松
中
校
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
」
と
。

　

新
郷
の
印
象
は
「
川

口
の
端
っ
こ
に
あ
り
、

素
朴
な
感
じ
が
し
ま
す

ね
」
と
。

　

座
右
の
銘
は
「
行
く

価
値
の
あ
る
場
所
に
近

道
は
な
し
」。

　
「
タ
バ
コ
は
吸
い
ま
せ

ん
。
お
酒
は
晩
酌
程
度
。

テ
レ
ビ
は
、
世
の
中
の

流
れ
を
知
る
ニ
ュ
ー
ス

で
す
。
趣
味
は
ド
ラ
イ

ブ
・
買
い
物
・
食
事
」
と
。

　
家
族
は
夫
人
と
２
人
。　
　

　

板
橋
区
在
住
。

　

新
郷
新
聞
社　

川
口
市
東
本
郷
１
８
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８
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４
）
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４
８
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６
１
１
）
７
１
５
０

✉
Ｙ
Ｚ
3
７
８
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３
＠G-mail

地
域
情
報
紙　

新
郷
新
聞

http:w
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w.singo-sinbun.jp

新
郷
新
聞
ホ
ー
ム
ペ
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Ｑ
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コ
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ド
か
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iPS

細
胞
（
人
口
多
能

性
幹
細
胞
）
医
療
用
の

iPS

細
胞
を
患
者
本
人
の

血
液
か
ら
自
動
的
に
作

成
す
る
技
術
を
、
京
都

大
学iPS

細
胞
研
究
財

団
と
キ
ャ
ノ
ン
が
共
同

開
発
し
ま
し
た
。

　

iPS

細
胞
の
作
製
費
用

を
大
幅
に
減
少
さ
せ
ら

れ
る
と
、
来
年
の
実
用

化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ノ
ン
な
ど
が
開

発
し
た
方
法
で
は
、
血

液
か
ら
赤
血
球
な
ど
不

要
な
も
の
を
取
り
除
き
、

残
っ
た
細
胞
に
遺
伝
子

を
導
入
し
ま
す
。

　

で
き
たiPS

細
胞
を

増
殖
さ
せ
回
収
す
る
ま

で
の
約
20
日
間
の
工
程

を
自
動
化
し
ま
す
。

　

自
動
化
に
よ
る
こ
と

に
よ
り
、
手
作
業
が
減

少
し
、
品
質
の
向
上
と

安
定
し
た
品
質
を
作
れ

ま
す
。
臨
床
試
験
な
ど

を
行
う
大
学
や
企
業
に

 

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（317)

対
し
、
作
製
し
たiPS

細
胞
を
提
供
し
、
患
者

に
移
植
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
手
作
業
で
の

作
製
で
は
、
専
用
施
設
、

技
術
者
の
人
件
費
な
ど

の
コ
ス
ト
が
、
１
人
分

の
作
製
費
が
４
千
万
円
、

こ
れ
を
１
人
の
コ
ス
ト

を
百
万
円
台
に
下
げ
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。「
読
売
新
聞
４
月

12
日
よ
り
」

　

早
く
実
現
す
る
と
い

い
で
す
ね
。　
　

　

保
険
薬
剤
師　

　
　
　
　

中
山
久
仁
夫

人
口
多
能
性
幹
細
胞

☎

大東町会ふれあいサロン
　新郷コミュニティオーケストラの演奏を楽しむ

春
の
安
行
花
植
木
祭
り
　

４
月
13
・
14
日
の
２

日
間
「
第
97
回
春
の
安

行
花
植
木
ま
つ
り
」
が
、

川
口
緑
化
セ
ン
タ
ー（
樹

里
安
）
＆
道
の
駅
「
川

口
・
あ
ん
ぎ
ょ
う
」、
川

口
市
営
植
物
取
引
セ
ン

タ
ー
、
埼
玉
県
花
と
緑

の
振
興
セ
ン
タ
ー
、
あ

ゆ
み
野
農
協
安
行
園
芸

セ
ン
タ
ー
、
新
小
雅
良

盆
栽
セ
ン
タ
ー
の
５
会

場
で
行
わ
れ
た
。

主
催
の
緑
化
セ
ン

タ
ー
＆
道
の
駅
（
事
務

局
長
・
駅
長
＝
五
島
淳

一
さ
ん
）
会
場
で
は
、

植
木
・
苗
木
・
鉢
物
・

草
花
・
盆
栽
と
園
芸
資

材
の
展
示
販
売
、
市
華

道
連
盟
の
い
け
花
展
等

に
、
参
会
者
の
皆
さ
ん

も
目
の
保
養
を
さ
れ
た
。

４
月
７
日
、
長
野
県

人
川
口
新
郷
会
（
会
長

＝
西
澤
聖
人
さ
ん
）
は
、

赤
井
町
会
会
館
で
第
21

回
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
は
、
最
初
に
山

崎
武
光
幹
事
長
よ
る
会

則
の
確
認
及
び
訂
正
、

役
員
紹
介
が
あ
り
次
に

西
澤
幸
子
事
務
局
長
の

５
年
度
活
動
報
告
。
さ

ら
に
渡
邉
か
ず
子
会
計

部
長
の
会
計
報
告
。
副

会
長
の
会
計
監
査
報
告

と
続
き
、
最
後
に
西
澤

会
長
に
よ
る
本
年
度
活

動
計
画
と
質
疑
応
答
と

進
み
、
全
て
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

懇
親
会
に
移
り
、
食

事
を
し
な
が
ら
、
ビ
ン

ゴ
大
会
や
カ
ラ
オ
ケ
で

親
睦
を
図
り
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
共
有
し
た
。

３
月
31
日
、
大
東
町

会
は
、
第
23
回
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
を
町
会
会
館

で
開
催
し
た
。

福
祉
推
進
員
の
加
藤

文
雄
さ
ん
の
司
会
で
、

昨
年
に
続
き
新
郷
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
室
内
楽
と
、
ソ
プ

ラ
ノ
の
金
刺
美
穂
さ
ん

を
迎
え
て
の
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
。

来
賓
の
長
谷
部
町
会

長
、
新
郷
地
区
社
協
漆

山
隆
会
長
や
、
新
郷
地

区
担
当
の
横
山
め
ぐ
み

さ
ん
、
推
進
員
の
粕
谷

笑
子
さ
ん
、
山
﨑
合
子

さ
ん
等
が
激
励
し
た
。

始
め
に
オ
ケ
の
演
奏

で
、「
井
上
陽
水
の
少
年

時
代
・
旅
立
ち
の
日
に
・

八
木
節
・
川
の
流
れ
の

よ
う
に
」
を
。

次
い
で
歌
曲
、「
オ

ン
ブ
ラ
・
マ
イ
・
フ
、

ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
、
命
の

歌
」
を
。
そ
し
て
故
郷

を
会
場
全
員
で
合
唱
。

横
山
さ
ん
は
「
生
の

演
奏
で
、
心
が
洗
れ
ま

し
た
」
と
。
漆
山
さ
ん

は
「
素
敵
な
す
ば
ら
し

い
ひ
と
時
、
他
町
会
に

広
げ
て
い
き
た
い
」
と
。

出
演
者
▽
ソ
プ
ラ
ノ

=

金
刺
美
穂
▽
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
＝
市
村
直
美
・

池
澤
し
ほ
り
・
小
堀
直

樹
▽
ビ
オ
ラ
＝
桑
原
知

巳
▽
チ
ェ
ロ
＝
渡
邉
崇

靖
。（
敬
称
略
）。

長
野
県
人
会
総
会　

桜
満
開
の
日
に
！

写真左から、前原博孝市議、奥ノ木信夫市長の小見山祐紀秘書、新
郷の文化を考える会会長の照山悦子さん、永瀬秀樹県議、新藤義孝代議
士秘書の菊地博さん。

　

先
月
号
、「
新
郷
南
公

民
館
で
高
橋
英
明
国
政

報
告
会
」
の
記
事
追
加

で
す
。

　

高
橋
英
明
さ
ん
は　

日
暮
里
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

の
延
伸
は
な
い
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、　

　
「
３
年
・
５
年
に
は
延

伸
は
な
い
け
れ
ど
、
埼

玉
県
と
協
力
し
て
進
め

れ
ば
将
来
は
延
伸
あ
る

か
も
。
ま
た
、
大
野
県

知
事
が
提
唱
し
て
い
る
、　　

『
あ
と
数
マ
イ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
こ
れ
に
よ

り
交
通
不
便
地
域
の
解

消
や
東
京
都
へ
の
ア
ク

セ
ス
向
上
に
な
る
」
と
、

追
加
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
社
員
指
導
員

が
、
良
く
飛
ぶ
折
り
紙

ヒ
コ
ー
キ
の
折
り
方
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

体
育
館
で
思
い
っ
き

り
飛
ば
し
て
み
よ
う
！

日
：
５
月
25
日
（
土
）

時
：
14
時
～
15
時
45
分

所
：
新
郷
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
体
育
館

対
象
者
：
小
学
生　

参
加
費
：
無
料　

定
員
：
60
人

内
容
：
Ｊ
Ａ
Ｌ
自
己
紹

介
と
お
仕
事
紹
介
、
折

り
紙
ヒ
コ
ー
キ
の
折
り

方
飛
ば
し
方
、
試
し
投

げ
、
ミ
ニ
競
技
会

申
し
込
み
＝
５
月
11
日

（
土
）
以
降

問
＝
０
４
８
（
２
８
３
）

５
６
０
０
新
郷
南
公
民
館

主
催
＝
新
郷
南
公
民
館
・

新
郷
南
公
民
館
地
区
青

少
年
育
成
協
議
会

Ｊ
Ａ
Ｌ
折
り
紙

ヒ
コ
ー
キ
教
室

　
追
加
し
ま
す

訂
正

　

先
月
号
１
頁
、
２
段

２
行
目
、
吟うな
っ
た
り
を

耡
っ
た
り
（
意
味
は
耕

す
）
に
訂
正
し
ま
す
。


